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宮
崎
県
の
物
産
Ｐ
Ｒ
と
観
光
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
、

新
宿
駅
南
口
に
平
成

年
３
月
に
開
設
さ
れ
た｢

新
宿
Ｋ
Ｏ

１０

Ｎ
Ｎ
Ｅ
（
コ
ン
ネ
）
」
は
、

年
経
過
を
節
目
に
し
た
今
年

２０

４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

新
宿
駅
南
口
は
、
大
型
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
開
設
に
伴
っ

て
、
人
の
流
れ
も
大
幅
に
増
え
、
新
し
い
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
に

は
１
・
５
倍
ほ
ど
の
来
客
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
宮
崎
県

の
Ｐ
Ｒ
に
貢
献
し
て
く
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
の
２
階
で
レ
ス
ト
ラ
ン
「
く
わ
ん
ね
」

を
運
営
す
る｢

株
式
会
社
エ
ー
・
ピ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
」
と
い

う
会
社
は
、
宮
崎
市
内
や
全
国
で｢
塚
田
農
場｣

の
屋
号
で

鶏
肉
料
理
を
中
心
に
居
酒
屋
展
開
し
て
い
ま
す
。

県
内
ブ
ラ
ン
ド
鶏
肉
「
み
や
ざ
き
地
頭
鶏
（
じ
ど
っ
こ
）
」

を
は
じ
め
宮
崎
産
農
産
物
を
大
量
に
扱
い
、
宮
崎
県
の
農

畜
産
物
振
興
に
一
役
買
っ
て
い
る
企
業
で
す
。

こ
の
企
業
が
県
外
の
居
酒
屋
で
、
普
通
の
鶏
肉
を
使
用

し
た
料
理
を
、
地
頭
鶏
を
使
用
し
た
料
理
と
勘
違
い
さ
せ

る
よ
う
な
メ
ニ
ュ
ー
表
示
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
、
今
年
５

月
に
、
消
費
者
庁
が
景
品
表
示
法
違
反
と
決
定
し
ま
し
た
。

で
す
が
、
こ
の
決
定
が
出
る
ま
で
に
、
メ
ニ
ュ
ー
が
お

か
し
い
と
い
う
通
報
は
県
の
関
係
課
に
も
来
て
い
ま
し
た
。

昨
年
４
月
に
ブ
ラ
ン
ド
推
進
室
、
８
月
に
生
活
・
協
働
・

男
女
参
画
課
（
消
費
者
行
政
担
当
）
、
そ
れ
ら
の
課
か
ら
畜

産
振
興
課
や
オ
ー
ル
宮
崎
営
業
課
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
が
、

Ｋ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
を
担
当
す
る
オ
ー
ル
宮
崎
営
業
課
は
、
「
く
わ

ん
ね
」
開
設
の
協
議
を
し
て
い
た
エ
ー
・
ピ
ー
カ
ン
パ
ニ

ー
か
ら
電
話
で
、｢

メ
ニ
ュ
ー
を
直
し
ま
す
。｣

と
い
う
報

告
を
受
け
た
こ
と
で
、
そ
れ
以
上
の
動
き
を
せ
ず
開
設
ま

で
話
を
進
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
ま
し
た
。

県
庁
内
で
の
情
報
共
有
に
課
題
が
あ
っ
た
と
、
知
事
が

議
会
で
謝
罪
す
る
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

台
風
の
季
節
間
近
で
す
。

備
え
は
大
丈
夫
で
す
か
？

地
震
に
も
備
え
ま
し
ょ
う
。

平
成

年
度
の
議
会
が
ス
タ
ー

３０

ト
。
様
々
な
課
題
を
取
り
上
げ
て
、

県
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
で
き
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ま
の
県
政
に
対
す
る
ご

意
見
、
ご
要
望
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
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今
年
度
、
私
は
、
厚
生
常
任

委
員
会
に
配
属
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
福
祉
現
場
経
験
を

活
か
し
て
、
福
祉
・
医
療
の
充

実
の
た
め
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
雇
用
人
材
育
成
確
保

特
別
委
員
会
の
委
員
長
に
就
任

し
ま
し
た
。
若
者
の
県
内
定
着

な
ど
雇
用
に
関
わ
る
課
題
や
、

人
材
育
成
に
関
し
て
し
っ
か
り

議
論
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

み
や
ざ
き
で
働
く
魅
力
を

｢

次
代
を
担
う
人
材
が
育
ち
、

働
き
た
い
場
所
と
し
て
選
ば
れ

る
み
や
ざ
き
」
と
い
う
目
標
が

県
の
取
り
組
み
指
針
で
す
。

取
り
組
み
の
柱
に｢

働
く
場
所

の
魅
力
向
上｣

と
あ
り
ま
す
。
ま

さ
に
私
が
議
会
で
繰
り
返
し
訴

え
て
き
た
、
労
働
環
境
を
良
く

し
て
若
者
の
定
着
を
と
い
う
思

い
と
一
致
し
て
い
ま
す
。
こ
の

課
題
は
、
宮
崎
県
の
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
も

大
事
だ
か
ら
で
す
。

宮
崎
県
が
、
労
働
を
中
心
と

し
た
福
祉
社
会
の
先
進
地
と
な

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

昨
年
度
の
高
校
卒
業
生
は

公
立
・
私
立
合
わ
せ
て
一
〇
，
三
二

九
人
が
卒
業
し
、
六
，
七
三
五
人
が
進

学
、
そ
の
四
分
の
三
が
県
外
の
学
校
と

な
っ
て
い
ま
す
。

三
，
〇
三
一
人
が
就
職
し
、
そ
の
中

で
一
，
六
九
一
人
が
県
内
就
職
し
て
い

ま
す
。
就
職
者
の
中
で
の
県
内
比
率
は

約
五
六
％
で
、
全
国
で
ワ
ー
ス
ト
１
位

に
な
っ
た
一
昨
年
よ
り
五
％
程
改
善
し

ま
し
た
。
八
割
九
割
の
県
が
あ
る
中
で
、

ま
だ
ま
だ
な
数
字
で
す
が
、
確
実
な
前

進
を
図
る
努
力
が
続
い
て
い
ま
す
。

県
内
で
働
く
若
者
の
数
を
増
や
す
に

は
、
就
職
で
き
る
職
場
を
増
や
す
こ
と
、

就
職
す
る
職
場
の
魅
力
が
県
外
の
企
業

よ
り
優
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
課
題
が
あ

る
一
方
、
そ
の
よ
う
な
企
業
の
存
在
を

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
と
い
う
こ

と
で
、
県
内
の
高
校
に
就
職
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
が
配
置
さ
れ
、
県
内
企
業
の
魅

力
を
伝
え
る
努
力
が
始
ま
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
は
、
就
職
し
た
若
者
が
離
職

し
な
い
よ
う
、
事
後
の
相
談
に
乗
る
こ

と
も
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
中
学
生
時
代
か
ら
、
キ
ャ
リ
ア
教

育
と
し
て
、
職
場
体
験
な
ど
、
働
く
こ

と
に
対
し
て
前
向
き
な
思
い
と
知
識
を

持
っ
て
も
ら
う
努
力
も
行
っ
て
い
ま
す
。

人
材
供
給
県
と
し
て
の
役
割
に
甘
ん

じ
て
い
て
は
、
我
が
郷
土
の
若
者
達
の

減
少
に
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

人
口
減
少
社
会
の
な
か
で
、
良
い
労
働
、

良
い
生
活
、
良
い
地
域
を
宮
崎
で
実
現

す
る
こ
と
が
、
地
域
創
生
の
大
事
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す

昭和36年１月 延岡市生まれ

昭和54年4月県庁入庁
児童相談所、福祉事務所等に勤務

県庁職員組合委員長、延岡市立伊形

小ＰＴＡ会長、宮崎県立
延岡工業ＰＴＡ会長など

労働運動、地域活動に

取り組む。 現在一期目
家族 妻と子ども

資格 社会福祉士、宮崎

６月定例議会が開かれました。霧島連山

硫黄山噴火に伴って発生した、えびの市内

を流れる長江川白濁による農業被害に対す

る支援策などが決定されました。

特別委員会で雇用環境改善に向けた

本格議論が始まりました。



施
設
と
な
る
よ
う
全
力
を
挙
げ
る
。

☆
委
員
会
質
問
☆

こ
の
施
設(

青
少
年
自
然
の
家)

を

管
理
運
営
す
る
指
定
管
理
者
制
度
の

下
で
働
く
方
々
は
、
運
営
費
に
限
り

が
あ
っ
て
、
今
以
上
の
賃
金
引
き
上

げ
な
ど
条
件
整
備
や
継
続
的
な
人
材

確
保
が
難
し
い
。
適
切
な
配
慮
が
必

要
で
は
無
い
か
。

★
答
弁(

福
祉
保
健
部
）
★

管
理
料
の
適
正
な
算
定
に
努
め
、

来
年
度
以
降
、
管
理
料
を
引
き
上
げ

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

■
私
の
意
見

青
少
年
自
然
の
家
で
は
、
県
内
小
中
高

校
生
が
多
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
支

援
学
校
の
生
徒
は
使
い
づ
ら
さ
か
ら
利
用

で
き
な
い
実
態
が
あ
り
ま
す
。
建
設
か
ら

の
年
数
も
考
慮
し
、
全
て
の
子
ど
も
達
が

分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
施
設
そ
の
も
の
の

あ
り
方
を
考
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

☆
他
議
員
の
質
問
☆

大
阪
の
地
震
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に

閉
じ
込
め
ら
れ
る
方
が
多
か
っ
た
が
、

防
災
庁
舎
は
ど
う
設
計
さ
れ
る
か
。

★
答
弁(

総
務
部
）
★

防
災
庁
舎
に
設
置
さ
れ
る
免
震
機

能
で
震
度
７
が
、
震
度
３
程
度
に
な

る
計
算
。
一
旦
停
止
す
る
が
、
す
ぐ

に
動
き
出
す
こ
と
と
な
る
の
で
、
防

災
庁
舎
で
閉
じ
込
め
ら
れ
る
こ
と
は

起
き
な
い
も
の
と
想
定
し
て
い
る
。

☆
他
議
員
の
質
問
☆

人
口
を
維
持
す
る
た
め
に
、
Ｕ
Ｉ

Ｊ
タ
ー
ン
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、

実
績
は
ど
の
よ
う
な
状
況
？

★
答
弁(

総
合
政
策
部
）
★

平
成

年
度
、
５
０
６
世
帯
、
９

２９

３
２
人
の
移
住
を
把
握
し
て
い
る
。

平
成

年
度
２
０
２
世
帯
、
３
５
１

２７

人
か
ら
約
３
倍
近
い
。
た
だ
、
移
住

相
談
窓
口
を
経
て
い
な
い
場
合
、
把

握
は
難
し
い
も
の
が
あ
る
。

☆
他
議
員
の
質
問
☆

国
体
施
設
整
備
に
向
け
た
検
討
状

況
を
示
し
て
ほ
し
い
。

★
答
弁(

総
合
政
策
部
）
★

山
之
口
運
動
公
園
に
は
、
１
万
５

千
人
収
容
の
第
１
種
公
認
陸
上
競
技

場
を
メ
イ
ン
と
し
て
、
補
助
グ
ラ
ウ

ン
ド
、
投
て
き
場
、
多
目
的
広
場
を

設
置
。
駐
車
場
を
拡
大
し
１
６
０
０

台
分
確
保
予
定
。

延
岡
の
体
育
館
は
、
現
敷
地
に
建

設
す
る
予
定
。
宮
崎
の
プ
ー
ル
は
、

屋
内
プ
ー
ル
を
想
定
し
、
国
体
後
、

民
間
運
営
が
で
き
る
よ
う
検
討
。

☆
他
議
員
の
質
問
☆

主
要
農
作
物
種
子
法
が
廃
止
さ
れ

た
。
本
県
の
稲
作
を
守
る
た
め
に
も

独
自
の
条
例
を
作
る
べ
き
で
は
？

★
答
弁(

農
政
水
産
部)

良
質
な
種
子
を
安
価
で
安
定
的
に

供
給
す
る
こ
と
は
大
変
重
要
。
種
子

法
廃
止
後
も
引
き
続
き
県
が
主
体
と

な
っ
て
、
従
来
の
種
子
供
給
体
制
を

堅
持
し
て
い
く
。
条
例
制
定
は
必
要

性
を
含
め
検
討
す
る
。

■
私
の
意
見

〈６月議会の議案〉
◆一般会計補正予算（14億3千万円余）追加の一般会計補正予算
（2億8千万円余）、特別会計補正予算議案１議案
◆宮崎県税条例の一部を改正する条例ほか８条例の改正、
◆工事請負契約の変更等4議案 いずれも可決成立しました。
◆教職員定数改善と義務教育国庫負担制度の拡充を求める意見
書、地方財政の充実強化を求める意見書等５本の意見書を採択
〈日常活動スナップ〉 福

島
県
の
原
発
事
故
視
察

市
役
所
前

街
頭
宣
伝
活
動

委員会視察。あさひ学園↑ ←県政・市政報告会
児童発達支援センター

あさひ学園に委員会視察↑

5月3日憲法を守る県民集会↑

私
は
登
壇
機
会
が
な
か
っ
た
の
で
、
委
員

会
で
発
言
し
た
内
容
や
、
他
議
員
の
質
問
で

気
に
な
る
事
を
お
伝
え
し
ま
す
。

☆
委
員
会
質
問
☆

東
京
で
の
児
童
虐
待
死
事
件
は
、

香
川
県
と
東
京
で
の
情
報
交
換
に
課

題
が
あ
っ
た
が
、
宮
崎
県
の
対
応
は
？

ま
た
、
こ
れ
ま
で
宮
崎
県
で
の
虐

待
死
の
検
証
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

★
答
弁(

福
祉
保
健
部
）
★

ケ
ー
ス
を
県
外
に
移
管
す
る
場
合

の
手
続
き
は
厚
生
労
働
省
の
要
綱
に

従
っ
て
確
実
に
実
施
し
て
い
る
。
虐

待
死
亡
案
件
は
こ
れ
ま
で

５
件
の
検
証
を
行
っ
た
。

■
私
の
意
見

毎
日
の
た
く
さ
ん
の
相
談
業
務
に
追
わ
れ

て
い
る
現
場
で
す
。
現
場
職
員
が
要
綱
要
領

通
り
に
や
っ
て
い
る
か
だ
け
で
は
な
く
、
や

れ
る
環
境
に
あ
る
か
も
し
っ
か
り
見
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
で
も
死
亡
例

が
過
去
５
件
も
あ
る
こ
と
に
改
め
て
驚
き
と

悲
し
み
を
覚
え
ま
し
た
。

☆
委
員
会
質
問
☆

青
少
年
自
然
の
家
に
つ
い
て
、
特

別
支
援
学
校
の
児
童
生
徒
は
、
そ
の

障
害
ゆ
え
に
利
用
し
が
た
い
現
実
が

あ
る
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
す
る
予
定

は
な
い
の
か
。

★
答
弁(

福
祉
保
健
部
）
★

福
祉
保
健
部
の
所
管
施
設
は
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
が
当
然
と
考
え
る
。
障
害
の
あ

る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
使
い
や
す
い

質
問
概
要

発
や
、
学
ぶ
機
会
な
ど
環
境
整
備
を

推
進
し
て
い
く
。

★
県
か
ら
報
告(

環
境
森
林
部
）
★

県
内

カ
所
の
海
水
浴
場
の
水
質

１４

検
査
の
結
果
、
ダ
ブ
ル
Ａ
が

カ
所
、

１３

シ
ン
グ
ル
Ａ
が
１
カ
所
で
、
い
ず
れ

の
海
水
浴
場
も
利
用
に
当
た
っ
て
問

題
が
な
い
き
れ
い
な
状
態
で
あ
る
。

★
県
か
ら
報
告(

企
業
局
）
★

一
ツ
瀬
川
県
民
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
レ

ー
シ
ョ
ン
施
設
（
ゴ
ル
フ
場
の
こ
と
）

に
つ
い
て
、
管
理
者
を
募
集
す
る
。

利
用
者
減
少
が
課
題
で
、
現
在
の
管

理
者
は
赤
字
経
営
で
あ
る
。
安
価
で

ゴ
ル
フ
に
親
し
め
る
施
設
と
し
て
存

続
の
た
め
に
様
々
工
夫
を
し
て
い

く
。
７
月
に
は
広
く
県
民
に
参
加
を

呼
び
か
け
て
コ
ン
ペ
を
開
催
す
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
発
効
後
、
本
県
の
種
子
を
外
国

資
本
か
ら
守
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
モ
ン

サ
ン
ト
な
ど
、
巨
大
企
業
が
種
子
を
独
占

す
る
こ
と
を
防
が
な
い
と
、
食
料
の
安
全

保
障
上
問
題
で
す
。
国
会
で
は
種
子
法
復

活
を
目
指
す
動
き
が
活
発
で
す
。

★
県
か
ら
報
告(

福
祉
保
健
部
）
★

手
話
言
語
等
条
例
（
仮
称
）
の
制

定
を
行
う
。
９
月
ま
で
障
害
者
団
体
、

市
町
村
等
と
の
意
見
交
換
を
実
施

し
、

月
に
は
県
障
害
者
施
策
推
進

１０

協
議
会
で
議
論
し
て
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
実
施
の
上
、

２
月
議
会
で
の
条
例

案
提
案
を
目
指
す
。

手
話
や
そ
の
ほ
か

の
意
思
疎
通
の
た
め

の
手
段
の
普
及
・
啓



手 話 言 語 等 条 例 （ 仮 称 ） の 制 定 を 行 う 。 ９ 月 ま で 障 害 者 団 体 、 市 町 村 等 と

の 意 見 交 換 を 実 施 し 、 月 に は 県 障 害 者 施 策 推 進 協 議 会 で 議 論 し て 、 パ ブ リ
１

０
ッ ク コ メ ン ト 実 施 の 上 、 ２ 月 議 会 で の 条 例 案 提 案 を 目 指 す 。

手 話 や そ の ほ か の 意 思 疎 通 の た め の 手 段 の 普 及 ・ 啓 発 や 、 学 ぶ 機 会 な ど 環

境 整 備 を 推 進 し て い く 。


